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●2014年2月発行予定
〈特集〉渋沢敬三没後50年
・解題　渋沢敬三・学問は人間関係の和（佐野賢治）
・渋沢敬三の学問、思想と人間形成－前半生の研究（由井常彦）
・銀行家 渋沢敬三の横顔（武田晴人）
・渋沢敬三における「もうひとつの民間学」（佐藤健二）
・「漁業制度資料調査保存事業」と日本常民文化研究所（越智信也）
〈講座〉
・第16回常民文化研究講座「大津波と集落－三陸の集落に承け継がれる 
もの」（重村　力）

・三陸沿岸津波被害と集落復興の歴史と課題（月舘敏栄）
・どこまでが集落か－津波常習地の漁村集落にみる海の領域意識（植田 

今日子）
・三陸大津波と漁村集落－山口弥一郎『津浪と村』を受け継ぐために
 （川島秀一）
・集落から見た津波被災と復興の課題（重村　力）
〈一般論考〉
・“間”の民俗－養子制度から沖縄の門中を再検討する（小熊　誠）
〈資料紹介〉
・閩劇台本『陳靖姑』翻訳之二（廣田律子）
・イギリス船ベナレス号の遭難事件に見る一八七二－七三年の琉球・奄美  
　―英文史料の紹介（新居洋子・渡辺美季）
〈追悼〉
・山口啓二先生を偲んで（山口　徹）

●2014年3月発行予定　Ａ５版
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
●内容（予定）

・舟山群島における漁村の廟の復興・祖先祭祀における女性の活動―螞蟻
島を事例として―　（于洋）

・麻疹考―命定めの医療が意味するものとは―　（田中美紀子）
・中日両国の古代年の都市造営に現れた風水思想の比較―隋唐長安城と日
本の平城京・平安京を中心に―　（黄少博）

・飛騨の匠の歴史とその信仰　（小林公子）
・20世紀中国農村における結婚の贈答に関する研究―安徽省黄山市休寧
県を例として―　（馬路）

『歴史民俗資料学研究』　19号

租界メディア班・第41回　研究会
（2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター　第３回公開研究会）

「東アジアの租界・居留地とメディア」

2013年度　神奈川大学非文字資料研究センター
第２回公開展示・第４回公開研究会

「海外神社とその跡地の持続と変容（仮）」

表紙紹介

日時：2014年2月15日（土）9時30分～18時
会場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館215会議室　

プログラム：
開会挨拶：田上繁（非文字資料研究センター長）
開催趣旨説明：孫安石（神奈川大学）
[報告]
『東亜同文会資料中の租界関連情報』大里浩秋（神奈川大学）
『大連の歴史地図の作成について』木之内誠（首都大学東京）
『天津関係の絵はがきについて』近藤恒弘（民間収集家）
『絵葉書から読み解くハルビンと日本人―ハルビン絵葉書の社会的意味』毛利康秀
（日本大学）
『従軍画家たちが描いた戦時中の上海―軍事郵便絵葉書による図版検証』彭国躍
（神奈川大学）
『上海人文歴史地図の制作構想について』蘇智良（中国・上海師範大学）＊通訳有
『租借と武漢の都市空間・機能の変容』李衛東（中国・江漢大学）＊通訳有
『横浜居留地の建築について』内田青蔵（神奈川大学）
『横浜の外国人居留地―上海租界との比較を念頭に』 斎藤多喜夫（横浜居留地研究会）
『上海韓人の国際認識』金承郁（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有
『ソウルの外国人居留地の形成について』金濟正（韓国・ソウル市立大学）＊通訳有

[コメント及び質疑応答]
コメンテーター：
栗原純（東京女子大学）、村井寛志（神奈川大学）、中村みどり（早稲田大学）、
石川照子（大妻女子大学）

※内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

[公開展示] 
期間：2014年3月24日（月）～3月30日（日）

会場：サブウェイギャラリーＭ　

主な展示：古写真、古絵図、現状写真、復元３Ｄ動画

[公開研究会]
日時：2014年3月29日（土）13：00～17：00

会場：ＫＵポートスクエア（神奈川大学みなとみらいエクステ
　　　ンションセンター）

内容：海外神社の実態は必ずしも明らかではない。台湾神宮や
　　　朝鮮神宮などの海外神社を取り上げ、その実態、戦後の
　　   変容、さらには変容に至る背景について考えていきたい。
 
報告：『台湾の神社とその跡地について』黃士娟（国立台北芸

術大学）
　　　『戦後台湾における神社建築の処理政策と金瓜石神社の

再利用計画について』林承緯（国立台北芸術大学）
　　　『解放後の朝鮮神宮の解体とその跡地利用について』　

諸葛衍（神奈川大学大学院　院生）
　　　『台湾神宮の消長と地下神殿』津田良樹（神奈川大学）

※詳細は、開催１か月前にホームページでご紹介します。
※タイトル・内容は変更になることがあります。

お問い合わせ先は、非文字資料研究センター
TEL:045-481-5661（内線3532）

神奈川大学日本常民文化研究所論集30
『歴史と民俗』30

参加自由
事前申し込み不要

紙芝居コレクションの「展示作品一覧」を背景に、『宣戦』（大
政翼贊會宣傳部1942）、『滅私奉公』（日本教育畫劇1941）、
『大建設』（選挙粛正中央連盟1942）の一部を配して表紙とし
た。「紙芝居」と「国策」という異質な言葉の結合が発する表出
性によるのか、今回の紙芝居の展示会・公開研究会は、異例の好
評であった。なぜか、戦時下紙芝居には絵も脚本も健康的なまで
に明るい作品が少なくないのである。節約を求められながら、理
想の標語に満ちた戦時下の生活は、一面で明るかったという。太
宰治の「明るさは滅びの姿」という一文を思い出してしまうが、
その実相を紙芝居から探ることも課題になるだろう。
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